
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム 

プログラム委員会担当～卓話 

マロスティカ訪問団報告パートⅡ 
講師 / 米野幸治  / 赤塚弘実 

 

 この度30周年記念事業の一つ、イタリア現地RCへの公式訪

問に参加して、思い出の多い体験でした。出発からベネチアま

でを私が、その後のマロステェカとアジアーゴの話を赤塚弘実

さんにしてもらいます。 

 グレゴリーﾍﾟｯｸとﾍｯﾌﾟﾊﾞｰﾝの「ローマの休日」、ｱﾗﾝﾄﾞﾛﾝの

「太陽がいっぱい」相手役のﾏﾘｰ・ﾗﾌｫｰﾚ の魅力を創った地

中海への旅でありました。また、この度の旅行には数々のハプ

ニングがありました。村山(与)氏のバッグの 

取っ手が壊れ、武山氏のケースの車輪が 

壊れ、揚句にアリタリア航空の飛行機が 

故障して欠航・・別便でミラノ着まで５５ 

時間もかかってしまいました。慰めは予定 

に無かった「イスタンブール空港」に寄れ 

たこと。「007、ロシアより愛をこめて」の 

ロケ地、空港のガラス越しにｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ 

の街並みを見て、ヤギのチーズを始め沢山のお土産を買いま

した。ミラノから大型バスでベネチアに向かう、ブドウ畑やポプラ

並木、つづく家々のｺﾛﾆｱﾙ葦の茶色の屋根、暖炉の煙突、ま

さにヨーロッパ・イタリアだ。 

 10/7 は朝から水の都ベネチア観光だ。ｻﾝﾀﾙﾁｱ駅近くから 

ボートに乗り、大運河を進んでサンマルコ前の桟橋に降り立っ

た。大理石の円柱には翼のあるライオン、右手には「ﾄﾞｯｶｰﾚ宮

殿」正面奥にはドームに囲まれた「サンマルコ大聖堂」その広場

の床の石畳からは、満潮になると水が染み出てくる。 

 「ﾄﾞｯｶｰﾚ宮殿」の大理石は素晴らしかった、天井や壁にはリ

アルな絵画、ベネチアの絶頂期がうかがえる。宮殿から「ため

息の橋」をわたり当時の牢獄を見学した。ベネチアンガラス工

房を見学後、ゴンドラに乗り運河の両脇の街並み観光、歌と音

楽のゴンドラは私達を古の地へ運んでくれた。正に映画の世界

のベネチアが目の前に広がっておりました。 

 

 マロステェカ公式訪問と言うことで、人間 

チェスが行われる広場を囲む宮殿で市の 

歓迎レセプションを開いてくれた。今は市 

庁舎に使われている大きな会議場で我々 

を歓迎して下さった。マロステェカの初の 

女性市長、マリカ市長の笑顔と明るい声は 

我々を魅了しました。 

 第 2060地区パストガバナーの ロベルト・クサウザ氏は挨拶の

中で、天童市との深いつながりの 30 年のお付き合いのお話が

ありました。初めて天童に着いた時、座って乾杯をしたこと、大

きなお風呂に入ってとても驚いたそうです。 

 食べ物は、村山会長という現地ガイド兼イタリア旅行コンダク

ターがいるので、予約なしのレストラン探し、現地市関係者・ロ

ータリアンの紹介の店、親善大使・通訳の中野ルリ子氏の紹介

のお店、等々、結構素晴らしいイタリア料理を楽しめました。 

出席報告   伊藤敏明 委員 

本日会員５0 名（49 名）・出席者４2 名 

・出席率 85.71％ 

※前々回出席率を：：：％⇒87.76％に 

修正致します。 

 

通算例会 1415回  

本年：26回 

例会日：2015年 01月 21日

例会場：天童ﾎﾃﾙ 

クラブ会報委員長 武山茂 

知り合いを広めることによって 奉仕の機会を

国際ﾛｰﾀﾘｰ認証番号 1653番 
認証加盟日 1985年 4月 11日 第 2800地区第 3 ﾌﾞﾛｯｸ 
例会日 毎週水曜 12時 30分~13時 30分 会場：天童ﾎﾃﾙ 

2 0 1 4 - 2 0 1 5  会 長  村 山 光 男  幹 事  古 瀬 正 勝

地区目標 

奉仕の機会を国際奉仕と職業奉仕に

会長挨拶  村山光男会長 平成 27 年 01 月 21 日 

 

皆さん、こんにちは。寒さが続いております。きのう 20

日は、小寒（1/6）と立春（2/4）の間にある大寒の日であ

り、一段と寒さが身に染みる今日この頃であります。まだ

降雪も続きそうです。雪片付けも大変でお疲れのことと思

います。お体には充分気を付けて頂きたいと存じます。 

 また、先日（1/14）の天童 3 クラブ 

合同の例会・新年会にあたりまして 

は、ホストクラブとして段取り準備を 

していただきました、親睦スマイル 

委員長の村山征彦さんを初めとす 

る委員会の皆様と、司会をして頂い 

た斎藤幸雄さん、半沢清彦さんには 

心より御礼と感謝を申し上げます。 

他クラブメンバーとの親睦交流もロータリークラブの活動

上とても大事なことであり、志を同じうする者が相集い語

り合えたことは、とても良かったと思います。来年は西クラ

ブが主幹事役で担当となります。 

 続いて 1 月 16 日の金曜日には 30 周年記念実行委員

会の記念事業部会が、いろは寿司で開催されました。内

容については実行委員長の分銅さん若しくは部会長の

村山与四郎さんからあると思いますので、私の方からは

控えさせていただきます。 

 さて、ロータリーの創設者ポールハリスは、なぜロータリ

ーを創ったか？その理由は唯ひとつ。後になって彼は友

人に「淋しかったから…」と話されたそうです。ロータリー

精神の心を理解してくれる「本当の心の友」が欲しかった

のだと察します。 

名誉会員であるパストガバナーの野川桂一さん曰く、ロ

ータリアンは人の悪口を言うな！良いところを言いなさ

い。同じく、なでしこ女子サッカー監督の佐々木伸夫さん

も、一つ叱ったら二つ誉めろ！すると人間は伸びると。

「口は人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使お

う」と昔の偉い人は言っていました。ロータリアンは全ての

人が知徳にすぐれた聖人君子のような人ではありませ

ん。それに少しでも近づこうとしているのです。本日の例

会に出席している皆さん方メンバーがそうであります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 
スマイル  （平成２７年０１月 21 日例会） 紹介：村山征彦 委員長 

 
村山征彦 昨日で白内障手術修了しました、アルコ－ルはもう少しお預けです 
緑三郎  誕生日がきました、まだ 70才です 
小関芳重 結婚記念日、きれいなお花ありがとうございました 
新関弥一郎 ３月バンコックに行くことにしました、いっしょに行きませんか 
鎌倉景昭 初詣で有難等うございました 
村山与四郎 米野幸治さん、赤塚弘実さんマロステカ訪問団報告ごくろうさまです 
斉藤栄一 マロステカ訪問団の皆様お疲れ様でした、土産話楽しみです 
斉藤幸雄 会員誕生日 1/14 70才になりました 

米野さん、赤塚さん 卓話楽しみです 
志田泰久 米野さん、赤塚さん お話楽しみです 
赤塚弘実 入会以来卓話２回目させて頂きます 
米野幸治 イタリアから帰ってきて３ヶ月が過ぎましたが、思い出しながら話をします 
武山茂  マロステカ訪問団報告パ－ト 2、今日はスライド係りです 
鞍掛彰秀 赤塚さん、米野さんよろしくお願いいたします 
村山光男 厳しい寒さです、今日の卓話者、米野さん、赤塚さん、11月例会の不足分を補い 
  楽しいスピ－チをお願いいたします 
伊藤則雄 弟の鈴木てつおが町長選挙に出馬しております 

幹事報告   古瀬正勝 幹事 

 

1、 ３RC 合同例会及び新年会に多数の 
皆様に参加を頂きありがとうございま 

した。 

２、2800 地区池田ガバナーより、ﾛｰﾀﾘｰ財団補助金

管理セミナーの案内が届いています。日時：2/14(日)

   PM1：30～PM4：15 場所：グランド北陽 登録\2000

３、 2800 地区酒井ガバナーエレクトより、今後の会議日

程及び、次年度公式訪問日程が届いています。 

４、 2800 地区より「タイの子供たちにきれいな水を」浄水

器の贈呈式のご案内が届いています。 

   日程 3/7～3/11日 贈呈式は 3/9 東ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ

   の多くの参加をお願いします。 

５、 2800 地区より東日本大震災復興支援金への補助

金申請について、現在 220 万の残金があるそうです

ので、各クラブより申請をお願い致します。 

６、例会終了後 30 周年記念実行委員会・正副委員長 

  及び部会長会議を行います。3 階ベニバナにお集ま

りください。 

委員会報告 と その他 H２７年０１月 21 日 
＊委員会報告は特になし 

＊職業宣言文の唱和～伊藤敏明 

*ｿﾝｸﾞ・タクト～鞍掛彰秀 

＊講師紹介～志田泰久プログラム委員長 

 

   

                    （上記よりつづく） 

特に山の頂上にある古城レストランは、料理そのものだけ

でなく、夜のマロステェカ市の明かりを見下しながらのユッ

クリ時間が流れる食事は、忘れられない経験となった。 

 現地のバッサーノ・デル・グラッパ・カステーリ RC との友

好クラブ調印式と歓迎懇親会がありました。中野通訳が居

るメインﾃｰﾌﾞﾙは良いけれど、たどたどしい英語しかしゃべ

れない我々の席は冷や汗ものでした。なぜか米野氏だけ

は、通じる英語を話してもてておりました。 

 話を少し戻して、アジアゴという、蔵王の中腹にあるよう

な山荘の高級ホテルに泊まりました。ログハウス調の建物

牧歌的なヨーロッパを見下しての風景、戦時中はこの山を

越えて逃げたり攻めたりしたのだろうか？ 

 私ごとながら、ベネチアで購入した絵画は一生の思い出

です。米野さん交渉ありがとうございます。 

 最後に成りますが、親善大使の中野ルリ子さんの提案も

あり、「天童まつり IN マロステェカ」を開催して、日本の食

文化の“そば”“引っ張りうどん”“芋煮”等をイタリ

アで行う話もあり夢が広がる旅行でした。 


